
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

データ連携による効率的な事業監理
の検討について

資料２
令和7年6月4日
事業監理データ連携基盤検討会（令和7年度第1回）



データ共有者 データ共有単位 データ共有期間 データ共有環境 データ

受注者 受注者単位
業務・工事の
契約期間

内部ファイルサーバ等 受注者内部で共有するデータ

発注者 発注者単位 所定の保存期間

電子納品保管管理シス
テム

業務・工事の電子成果品
（業務・工事の契約履行内容をアーカイブ）

内部ファイルサーバ 発注者内部で共有するデータ

受発注者
受発注者単位
委託業務単位
請負工事単位

業務・工事の
契約期間

業務・工事の受発注者
間の情報共有システム
（ＡＳＰ） 受発注者間で共有するデータ

プロジェクト関係者
（用地交渉者、複数
の受注者等）

プロジェクト単位 事業期間 現状では存在しない

インフラ関係者 インフラ単位 運用期間 流域DPF、ｘROAD等 河川や道路等の管理に関するデータ

他のシステム利用者 システム連携 データ提供期間 国土交通DPF
インフラ関係者以外の機関へ提供するデー
タ

一般ユーザ オープンデータ データ公開期間 国土交通DPF 一般ユーザに提供するデータ

プロジェクト単位のデータ共有の仕組みの必要性

契約終了で保存されていた共有デー
タの多くが失われる。
契約終了で保存されていた共有デー
タの多くが失われる。

○ 電子納品・保管管理システムは、業務・工事の履行内容をアーカイブする仕組みであり、発注者の作成した

データは内部サーバで保管され、発注者内で関係データが散在している。

○ 受発注者間の情報共有システム（ＡＳＰ）内の共有データは業務・工事の契約終了で多くが失われている。

○ このため、プロジェクト単位で継続的・一元的なデータ共有環境の整備がプロジェクトマネジメントに有効ではな

いか。

事業期間中のデータを共有する仕
組みが存在しない。
事業期間中のデータを共有する仕
組みが存在しない。

発注者懇談会
（R6年度第2回・R6/12/6）資料
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プロジェクト単位のデータ共有の検討対象
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〇建設生産・管理システムの各段階で必要となるデータを明らかにしたうえで、事業監理※を

効率的に実施するためのデータ共有のあり方について検討
※発注者として、受注者の監督も含め、事業を遂行するために必要な事業全体のマネジメント
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事業監理（プロジェクトマネジメント）事業監理（プロジェクトマネジメント）
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※※令和６年度第２回発注者懇談会資料より



検討の背景 ～事業監理、工程管理の効率化～

○プロジェクト事業監理、工程管理はエクセル等で資料を作成し、担当者に（個人に）依存し
ている（事業箇所、過年度成果、予算、将来計画等を記載。定型フォーマットはない）

○工程管理に必要な資料を自動で作成するための情報を、関係者で共有することができれ
ば、仕事が大幅に効率化（⇒ＣＤＥ（共通データ環境）の構築）

事業監理、工程管理に必要な情報（案）

• 過年度業務・工事成果

• 業務・工事の履歴（詳細設計と修正設
計の関係性、履歴等）

• 関連する工事・業務の情報（業務と工
事の紐付き等）

• 地元等関係機関との調整状況

• 用地関係
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用地

改良

橋梁

懸案事項

舗装

契約済み

未契約

＜凡例＞

＜凡例＞

調査・設計

工事工程管理資料イメージ図
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検討の方向性～事業監理データ連携基盤を活用した仕事の効率化～

○発注者が事業監理に必要なデータを集約・共有するための事業監理データ連携基盤（通
称：プロジェクトCDE）の整備していくにあたり、必要なデータや共有方法等について検討

○検討範囲は、事業監理データ連携基盤そのものに加え、情報を伝える枠組みである情報
モデルも含めたシステム連携手法や仕事の効率化につながるアプリの内容等を想定
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データ
活用

連携

発注者

A社

B社

C社

※受注者システムとは契約単位ごとに
受注者が使用するシステムのこと

受注者
システム

受注者
システム

受注者
システム

App

App

事業監理
データ連携基盤
（プロジェクトCDE）

アプリ

受注者

：今回の検討の対象範囲



事業監理データ連携基盤と電子納品保管管理システムの役割分担について
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○現時点においては、課題はあるものの電子納品保管管理システムがデータのアーカイブ
やプロセス間のデータ連携の役割を担っている

○事業監理データ連携基盤と電子納品保管管理システムの役割分担やあるべき姿について
は整理が必要

受注者
システム

編集・加工が
可能なデータ

（オリジナルデータ）

誰もが読めるデータ
（共通フォーマット）

現時点における電子納品保管管理システムの役割イメージ

：電子納品保管管理システムの対象

アーカイブ機能

※受注者システムとは契約単位
ごとに受注者が使用するシス
テムのこと

PDF
SXF

データ連携機能



電子納品の現状

納品されたデータが半永久的に閲覧・編集できるよう永続性を確保すること、また、
国外企業の参入を妨げないことが必須で あるため、CAD データファイルのフォー
マットに SXF (P21)形式を採用
※SXF： CAD データ交換標準

オリジナルデータと標準的なデータ形式（IFC, J-LandXML）

３次元設計データ（LandXML等のオリジナルデータ（ＴＩＮ））
・出来形管理資料（出来形管理図表（PDF）又は、ビューアー付き３次元データ）
・３次元計測技術による出来形評価用データ（CSV、LandXML、LAS 等のポイントファイル）
・３次元計測技術による出来形計測データ（LandXML等のオリジナルデータ（ＴＩＮ））
・３次元計測技術による計測点群データ（CSV、LandXML、LAS 等のポイントファイル）
・工事基準点及び標定点データ（CSV、LandXML、SIMA 等のポイントファイル）

【電子納品の現状】

• 二次利用を前提とする設計データ（ＢＩＭＣＩＭ）はオリジナルと標
準形式を納品しているが、ＣＡＤについては標準形式

※実態は報告書オリジナルフォルダなどにＣＡＤオリジナル
データを納品してもらうことがある

• 検査が中心の工事成果品（ＩＣＯＮ）は標準形式を納品
• 顕在化している課題は、以下がある

・検索機能が脆弱（ビューアーも無い）
・成果品間の関連性が不透明（履歴管理ができていない）
・大容量データへの対応
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【参考】海外におけるＣＤＥの活用事例～Hamburger Energienetze GmbH の事例～

○設計段階、管理段階で作成しているデータから維持管理に必要なデータだけをCDEで統合
○CDE上の3次元モデルにはCADデータや画像、会議の議事録やなどの文書を紐付けし、必要な情報に容易に
アクセスできるよう工夫

○過去の経緯も含めた関係者間での情報共有の円滑化や技術・知識の確実な継承に寄与
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■オブジェクトの閲覧・データ連携のイメージ

維持管理に必要な
最小限のデータ

出典：令和６年度BIM/CIM海外調査報告書を基に作成



事業監理データ連携基盤を構築するにあたって主に議論すべき内容

【議論内容（案）】

１．事業監理データ連携基盤に蓄積するデータ及びその方法

・事業に関連するデータは電子納品で納品されるデータで良いか

・納品されないデータで残しておく必要があるデータはあるか

・フォーマットは今のままで問題ないか

・データの保管方法（フォルダ構成、メタデータ等）

・現在進行形の事業のデータの取り扱い 等

２．事業監理データ連携基盤を構築するにあたっての仕様

３ 情報モデルの共有も含めたシステム連携の検討

４．仕事の効率化につながるアプリ開発について

５．その他

【進め方】

• 検討会を設置し、関係者で議論し内容をオーソライズ

• 検討会の下に作業部会を設置し、議論する資料を作成

• 作業部会は必要に応じて複数設置（国交省以外の団体が事務局を担うことも想定）

• i-Constructionモデル事務所等も活用し、実装に向けた課題の検討
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今後のスケジュール（案）

事業監理データ連携基盤検討会（令和７年度第１回）〔本日〕

業界団体から以下の内容に関する意見照会

・事業監理データ連携基盤に蓄積するデータ及びその方法 等

※意見照会の期間は約１ヶ月とし、別途、依頼予定

※団体としての積極的な提案を歓迎

意見照会結果を踏まえ、優先順位をつけて検討を実施

・議論テーマを決めた上で、関係者において各々の提案等を持ち寄り、
作業部会において議論したうえで、検討会において内容を承認
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事業監理データ連携基盤検討体制

発注者懇談会発注者懇談会 ＢＩＭ/ＣＩＭ推進委員会ＢＩＭ/ＣＩＭ推進委員会

■事務局 技術調査課・参事官Ｇ、国総研

■部会メンバー：業界団体、

地方整備局（i-Constructionモデル事務所）

事業監理データ連携基盤 検討会

事業監理データ連携基盤 検討作業部会

必要に応じて設置 必要に応じて設置

■有識者 小澤教授、矢吹教授

■事務局 国土交通省大臣官房技術調査課・参事官Ｇ、国総研

■メンバー 業界団体、整備局、都道府県

作業部会 作業部会

11



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

新丸山ダム・設楽ダムにおけるクラウド等を活用したデータ共有

令和7年6月4日事業監理データ連携基盤検討会

中部地方整備局

（中部インフラＤＸ推進室）



新丸山ダム・設楽ダム建設事業概要
新丸山ダムは、令和７年３月よりダム本体の堤体コンクリート打設工事を開始

設楽ダムは､ ダム本体工事、付替道路工事、本体関連工事を実施中

位置図（岐阜県） 断面図

下流側

現場状況

1

現場状況

位置図（愛知県）



i-Constructionモデル事務所に選定され、調査設計段階からBIM/CIMの取組を実施

各種のモデルを統合することで工種間の設計確認や施工計画の立案を効率化
※複数の業務・地質調査の最新の状況を一元的に集約。年度間の引き継ぎ迅速化、情報もれの防止の効果も期待

事業工程モデル施工ステップモデルの作成

統合モデル地 形

■ダムサイト統合BIM/CIMモデル

堤 体 設 備 地 質

新丸山ダム・設楽ダムの取り組み

2

■事業工程モデル(左）と施工ステップモデル（右）



• JACICクラウドによるプラットフォームを構築。
• 事業関係者が全員参加。
• ルーム（青い箱）毎に閲覧権限を振り分け。

ポータルサイト

ファイル共有サイト

アカウントに振り分けられたルームが表示
※サービス契約者により個別に設定

事業監理プラットフォーム(試行中)

3

事業関係者が全員参加
※サービス契約者により設定

３ＤＧＩＳ 施工ステップモデル



原石山

ダムサイト

建設発生土受入地

水質データ

Br.柱状図
現地写真

地すべりデータ

• 事業に関わる関係者（発注者、施工者、設計者、関連機関）が参加する事業管理プラットフォームを構築。
• 3DGISを基盤として各種データをリンク。 →直感的なデータ検索
• 各種機能は、使用しながら適宜改良中。

各所にピン立て → データへリンク

リンク集(川の防災情報など)

クラウド等を活用したデータ共有事例：ポータルサイト
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■事業監理プラットフォーム

ＧＩＳの地図は事業関係者が全員参加

メニューはアカウント毎に閲覧可能なもののみ表示
※メニューは新丸山ダム専用にカスタマイズ

ＧＩＳのモデル更新(CIMモデルからの変換含む)は業者経由で実施



【従来】BIM/CIM専用ソフトウェアでモデルを閲覧 →ソフトウェアが高価、高性能PCが必要、広域が苦手
【現在】3DGISが普及、WEBサイト上で広域3Dモデルを閲覧

事業全体を網羅する統合モデル

• 3DGISにより3Dモデルを統合。
・・・ダム本体、仮設備、付替え道路、etc.

• 広域に対応（地球儀レベルも可）しているた
め、あらゆる工種の設計成果（3Dモデル）を
反映可能。

• 事業全体計画を俯瞰して管理。

3DGIS ダムサイト 原石山

建設発生土受入地（骨材プラント） 付替え道路

ダムサイト

建設発生土受入地原石山

付替え道路

クラウド等を活用したデータ共有事例：３ＤＧＩＳ
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■施工ステップモデル活用による事業監理
施工区分毎の３Dモデルを時系列のバー
チャートと対応させ、スライダーが表す時点の
進捗状況を表示する施工ステップモデルを
作成
工程表はExcelで作成しているため、随時
の修正と反映が可能

施工ステップモデル（付替国道257号線）

クラウド等を活用したデータ共有事例：３Ｄモデルの閲覧

■３Dモデルを活用した設計確認
３Dモデルを活用し、構造物と地表・地物
との取り合いや干渉有無の確認を確認
また、視覚化することで構造に無理がない
かの確認・判断に寄与

３Dモデル（付替県道設楽根羽線）
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●●課

写真集約機能

新丸山ダム

広範囲表示ではピンが集約
（緑の丸数字）

写真のサムネイル

拡 大

選択

現場写真

ピンへのコメント機能

〇〇に注意！

• アプリを通してスマホで撮った写真を自動でアップロード
→ 自動でピン立て。コメントの追記も可能。

【活用方法】
• 現地の注意点を位置情報と写真で説明
• 工事写真の一元管理・蓄積

写真はクラウド内で管理

写真検索機能付き
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クラウド等を活用したデータ共有事例：写真管理
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